
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

B 青年期の自立と家族・家庭
【知識及び技能】
　青年期について理解する。
　社会の変化に伴う家族・家庭
　の変化について理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　家族・家庭とは何かを様々な
　観点から考え自分なりの価値
　観を築く。

【学びに向かう力、人間性等】
　自分や他者の性を尊重する
　ことの大切さを理解する。

青年期の自立
家族を築くということ
家族と社会

＜教材＞
・教科書
・DVD・VTR資料
・ジェンダーゲーム
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　現代の家族の特徴について、家族機能の
　変化や人々の意識の変化などから理解
　している。

【思考・判断・表現】
　青年期をどのように過ごすかや、これか
　らの家族・家庭や性のあり方について
　考え、まとめたり、発表したりすること
　ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　青年期の課題や家族・家庭・性のあり方
　についての学習を自分の問題として捉え
　ようとしている。
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１
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期

A 生涯の生活設計
【知識及び技能】
　各ライフステージの特徴と
　課題を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　自分の人生のライフイベント
　を想定しまとめたり発表する
　ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　人生の目標を立てそのための
　意思決定について考える。

あなたの将来どうする？
　ライフステージ
　ライフイベント
　家族のありかた
　意思決定・目標設定

＜教材＞
・教科書
・DVD・VTR資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　これからの人生で起こりうるライフ
　イベントについて理解している。

【思考・判断・表現】
　これからの自分の生活について想像し
　目標を設定することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　人生の目標達成のために必要なことや
　リスクについて自ら調べようとしてい
　る。

○

C 子どもの生活と保育
【知識及び技能】
　子どもの発達に応じて適切に
　関わるための知識を身につけ
　させる。
　保育における親や大人の役割
　子どもを生み育てる意義、
　発達段階に応じた関わりの
　重要性を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　子どもの心身の特徴や発達、
　遊びの意義をとらえ、子ども
　が育つ適切な環境について
　考え意見をもつ。

【学びに向かう力、人間性等】
　自分が将来保育に関わる存在
　であることを理解し、自分
　ごととして学習に取り組もう
　とする。

妊娠期の特徴(実習含む)
子どもの成長の特徴(実習含む)
子どもの遊びと感覚(実習含む)
親の役割と生活習慣
日本の子育て事情
子育てを支える仕組み

＜教材＞
・教科書
・DVD・VTR資料
・マタニティスーツ
・新生児人形
・絵本
・折り紙　・ぬり絵
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　子どもの心身の特徴や発達、生命の尊さ
　子どもの遊びの意義や文化について理解
　している。
　保育における親や大人の役割、生活に
　おける人との関わりの重要性を理解して
　いる。

【思考・判断・表現】
　親の役割や子どもを生み育てることの
　意義について考え、まとめたり発表した
　りすることが出来る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　子どもの発達段階に応じて、工夫しなが
　ら関わりかたを考えている。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族や福祉、消費生活、衣食住、生
活設計などに関する基礎的な知識や技術を実践
的・体験的な学習を通して総合的に身につける
ようにする。

生活の充実を図るための課題を見いだし、解決
を目指して思考を深め適切に判断し工夫する能
力を養う。

自分の生活や地域・社会生活の充実及び向上に
関心をもち、様々な人と協働しながら主体的に
取り組む実践的な態度を養う。

　様々な人々と協働し地域社会に参画しようとし、自分や地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

（１組：吉本未来）

未来へつなぐ　家庭基礎３６５　(教育図書)

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】　生活を主体的に営むために実践・体験的な学習を通して必要な基礎的な理解および技術を身につけるようにする。

　生活の中から課題を設定し、解決策を根拠に基づいて表現するなど生涯を見通して課題を解決する力を養う。

南葛飾 家庭基礎
家庭科 家庭基礎 2
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E 共生社会と福祉
【知識及び技能】
　共生社会の重要性を知り、
　ノーマライゼーション、
　ユニバーサルデザインなど
　の理念を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　高齢者や障がいのある人の
　立場に立ってさまざまな問題
　点について自分の意見をいう
　事ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　高齢者や障害のある人など
　多様な人々とともに支え
　合って生きようとする姿勢が
　ある。

ノーマライゼーション
ユニバーサルデザイン
自助・共助・公助
社会保障制度

＜教材＞
・教科書
・DVD・VTR資料
・UDを採用している商品
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　高齢者や障がいのある人など多様な人々
　が共に支え合って生きることの意義を
　理解している。

【思考・判断・表現】
　高齢者や障がいのある人の立場に立って
　さまざまな問題点について自分の意見を
　いう事ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　さまざまな立場の人はや、自分とは異な
　る価値観の人に対しても理解しようと
　している。
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３
学
期

G 消費生活と意思決定
【知識及び技能】
　消費者保護のしくみや、消費
　者問題の原因と被害に遭わな
　いための対策について理解す
　る。

【思考力、判断力、表現力等】
　ひとつの情報を鵜呑みにせず
　情報を正しく活用する情報リ
　テラシーについて考えて
　いる。

【学びに向かう力、人間性等】
　消費者問題について自分ごと
　として捉え対策を考えようと
　する。

契約の重要性
消費者信用のしくみ
消費者問段の現状と課題
消費者問題の解決法
キャッシュレス

＜教材＞
・教科書
・DVD・VTR資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　契約や消費者信用、多重債務などの問題
　について具体的に認識し、消費者として
　適切な判断ができる。

【思考・判断・表現】
　ひとつの情報を鵜呑みにせず情報を正し
　く活用する情報リテラシーについて考え
　ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自分の意志で契約できる「おとな」とし
　ての権利と責任について、自分ごととし
　て捉えようとしている。

○

２
学
期

D 高齢期の生活と福祉
【知識及び技能】
　高齢者の心身の特徴について
　理解する。
　我が国の高齢化の特徴を知り
　高齢者福祉の現状と課題に
　ついて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　高齢者の自立してた生活を
　支えるために家族・地域・
　社会の役割を具体的に考察
　することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　高齢者の自立と尊厳について
　高齢者の立場にたって理解
　しようとする。

高齢者とは
　高齢期の心身の変化
　高齢期の健康・認知症
　高齢期の生活
高齢化の現状
　超高齢化社会の課題
　安心できるくらしを支える

＜教材＞
・教科書
・DVD・VTR資料
・認知症テスト(抜粋)
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　高齢者の心身の特徴、認知症の特徴や
　対処法について正しく理解している。

【思考・判断・表現】
　高齢者の生活を支えていくために、家族
　や地域、社会全体としてどのようなシス
　テムが必要になっていくか具体的に考察
　することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　高齢者の自立と尊厳を大切にしながら、
　高齢者について理解しようとしている。

○

F 衣生活と健康
【知識及び技能】
　ライフステージや目的に応じ
　た衣服について理解する。
　被服管理について理解し管理
　できる技術を習得する。

【思考力、判断力、表現力等】
　自分の衣生活について、人と
　比較して意見を言う事ができ
　る。

【学びに向かう力、人間性等】
　被服製作実習に意欲的に取り
　組む。
　着用の目的に応じて健康的な
　衣服選択と着装をしようとす
　る。

衣服の機能とTPO
衣服を選ぶ
衣服の手入れと保管
被服製作実習

＜教材＞
・教科書
・被服製作課題
・裁縫道具　・ミシン
・DVD・VTR資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　衣服の機能やライフステージや目的に応
　じた衣服、衣服の健康への影響などを
　理解している。
　衣服管理を適切に行う技能を習得してい
　る。

【思考・判断・表現】
　場面に応じた着装の工夫を考えている。
　衣服の入手前に、手入れや保管方法を
　考える事ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自身の衣生活を分析し、衣服に関心を
　もとうとしている。
　衣服の手入れに実際に挑戦しようとして
　いる。

○ ○

○


